
学校教育に関するアンケート結果（生徒） 

 

 

 

 

 

 

肯定的評価が 96.2％と高い。そうでない評

価の生徒もいるため、今後も日々の声掛け

など、丁寧な生徒理解に努めていきたい。 

＜昨年度 91.0％＞ 

肯定的評価が 98.1％と非常に高い。今後も

生徒が分かる授業を日々工夫して実施して

いく。        ＜昨年度 96.1％＞ 

肯定的評価 89.9％と高いが、否定的評価が

１割あることを踏まえ、今後も生徒に係る

報・連・相を徹底し、気を引き締めて連携

しながら対応していく。＜昨年度 83.2％＞ 



 

 

 

 

 

 

 

肯定的評価が 96.9％と高く、学校の対応に

対して納得している生徒が多いと思われ

る。        ＜昨年度 91.6％＞ 

肯定的評価が 96.8％と高いが、ホームペー

ジや通信が生徒のよさを伝える、さらに効

果的な情報提供となるように努力する。 

          ＜昨年度 90.4％＞ 

肯定的評価が 95.6％と高いことから、今後

も保護者や地域の方々が参加しやすいよう

に工夫する。    ＜昨年度 93.5％＞ 



 

 

 

 

 

 

 

肯定的評価が 96.8％と高く、今後も同様の

対応を継続し、生徒の命を守る意識の高揚

を図る。      ＜昨年度 94.8％＞ 

肯定的評価が 96.8％と高い評価であるが、

今後も道徳科の授業をはじめ、各教育活動

において適切な指導を継続する。  

＜昨年度 93.5％＞ 

肯定的評価が 93.0％であった。拠点校部活

動で、部活動の統廃合も進む中、生徒が充

実した活動ができるよう、今後も丁寧な運

営を行っていく必要がある。 

          ＜昨年度 96.7％＞ 



 

 

 

 

 

 

 

肯定的評価が 86.7％ではあるが、否定的な

生徒もいるため、課題であると感じている。

生徒一人一人が充実した学校生活が送られ

るよう、今後も生徒一人一人に寄り添い、

適切な支援を行っていく必要がある。 

＜昨年度 82.6％＞ 

肯定的評価が 94.9％で、身だしなみやあい

さつについて生徒の意識は高い。今後も生

徒自らが考え、実際に適切な行動がとれる

ような取組を継続する。＜昨年度 92.9％＞ 

肯定的評価が 84.2％であった。生徒自身が

目標を持って家庭学習に取り組めるような

教科指導を進めていく必要がある。 

＜昨年度 87.7％＞ 

 



 

 

 

 

 

 

 

肯定的評価が 70.9％で、否定的な評価が他

の項目より多い。家庭内でルールを決める

こと、決めたことを守ることの大切さを呼

びかけたい。    ＜昨年度 76.1％＞ 

 

肯定的評価が 81.7％であった。習慣化して

いない生徒がいることは課題であるが、家

庭とも連携しながら、できる範囲で改善を

図っていきたい。  ＜昨年度 83.9％＞ 

 

 

肯定的評価が 90.5％で、充実した生徒会活

動が行われていることがうかがえる。今後

も生徒の自主性を伸ばし、学校を盛り上げ

ていくような生徒会活動となるように支援

していく。      ＜昨年度 93.5％＞ 

＜昨年度 90.7％＞ 


